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平成 30 年度 地域ケアプラザ事業報告書 

■ 施設名  

  横浜市港南中央地域ケアプラザ  

■ 事業報告  

 

１ 全事業共通  

地域の現状と課題について  
港南中央地域ケアプラザの担当エリア（上大岡・笹下・日野第一地区）は、区役所・

警察署・消防署等の公的施設が中心にあります。そして鎌倉街道・環状２号線・笹下

釜利谷道路の大きな３つの幹線道路に面しているほか、地下鉄やバス等の交通網は充

実しています。地域の中の住宅街には、商店が少なく、大型店舗や金融機関等がある

上大岡、上永谷周辺が住民の生活の基盤となっています。  
主要道路周辺は平坦ですが、その左右は急な山坂で道路幅も狭く、車が通れない場

所もあることから、高齢者・障がい者・乳幼児をもつ親にとっては生活しにくい状況

がみられます。高齢化により車の運転ができなくなり、商店も離れていたり、近くの

スーパーマーケットの閉鎖（上大岡）などにより、外出や買い物が難しくなっている

方やごみ出しが難しい方が増えています。そのため、港南中央地域ケアプラザでは、

高台の団地の高齢者への買い物支援を地域の方々と検討し、昨年試行を実施した「買

い物バス」を 8 月より本格実施しました。  
 
1970 年代などに開発された分譲団地や戸建てが高台にあり、当初から居住している

世帯は高齢化率が高くなっています。古い住宅と新しいマンションが混在している地

域が多く、転入した住民と昔から暮らしている住民との日常のつきあいも希薄な実態

があります。坂の上の地域は空き家も増えていますが、利便性が良い地域では、戸建

ての後に賃貸ワンルームマンションなどができ、向こう三軒両隣がますますわからな

い状況となっています。特にマンション内の高齢者世帯や高齢者独居の方の把握が難

しいです。  
 また、エリア内の高齢者が増加する中では、認知症に関連する相談や医療機関から

の相談が増えてきました。  
 各地区では、それぞれ地域活動が活発で、高齢者の事業だけにとどまらず、地域で

開催される様々なイベントを通してつながりを大切に「防災・減災」「見守り・支えあ

い」「三世代交流」「健康づくり」「地域活動の担い手確保」などに取り組まれ、第３期

地域福祉保健計画の推進に努められました。  
イベントやおまつりなどにより、地域の顔の見える関係づくりや若い世代の地域活

動への参加を促していますが、若い世代の参加がなかなか増えないのが現状です。地

域活動の担い手の高齢化・固定化が引き続き、課題になっています。  
住民相互の助け合い「福祉ネットワーク」活動も実施されており、「向こう３軒両隣

の関係」が地域によりつくられていますが、町内会未加入者や新住民との関係性の強

化が引き続きの課題となっています。既存の地域のサロンや集いの活性化のニーズが

高まっているとともに「福祉ネットワークの周知の仕方やあり方、担い手について」

も課題となっており、継続的に検討を重ねられました。  
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(2)各事業の連携  

地域活動交流コーディネーター、生活支援コーディネーター、福祉総合相談窓口（地

域包括支援センター）の職員は月に１回、５職種会議を開催し、担当ごとの事業など

の情報交換、地域アセスメント、地域課題を把握し、支援方法を検討・実施しました。 
今年度は地域福祉保健計画の振り返りの年となり、５職種連携し、地域の方々と取

り組み、福祉保健計画を推進しました。また、介護予防事業やボランティアスタート

講座を協働で開催しました。  
 地域関係者やボランティア等の打合せ内容や事業の実施記録を速やかに作成・回覧

し、５職種で情報の共有をするとともに、ボランティア育成と活動場所の提供を共に

検討しました。  
ケアプラザの活用が少ない地域の出前講座を５職種で連携して実施しました。  
各事業が連携し、地域での見守りの一環として、見守り事業「ひまわりホルダー」

「見守り協力事業者」を増やし、見守りの目を増やしました。  
 
 

 
(3)職員体制・育成、公正・中立性の確保 

法人の「人を大切にし、共に育ちあう」理念及び港南中央地域ケアプラザの事業方針「地

域が主役・つながりを大切に・身近な相談者」のもとに、「人材育成ビジョン」及び「人

材育成計画」を推進し、優秀な人材の育成に努めました。 

 ケアプラザ各事業において、地域における役割を果たすために事業ごとの専門性に応じ

て、一定の資格要件および人員配置基準に従い、職員を配置しました。 

 法人では、独立した研修センターを設置し、職種・入社年数、経験年数など、様々な職

種別、課題別など階層別研修を実施し人材育成に努めました。また法人内では、職種別会

議を開催し、他のケアプラザとの情報交換や課題を検討し、自ケアプラザの事業や運営に

役立てました。 

 また、事業所内でも年度当初に研修計画をたて、それに準じて研修を実施しました。 

 各職種が出席した会議や研修については、所内会議や報告書にて共有し、お互いの資質

向上を図りました。 

 また、職員が、研修（外部研修も含む）や会議に参加しやすい職場環境づくりや体制づ

くりに努めました。 

(1)相談（高齢者・こども・障害者分野等の情報提供）  
当ケアプラザの窓口にいらした方に気持ちよく相談していただくために、職員だれ

もが「身近な相談者」を目指し、来館者にとって、相談しやすい雰囲気づくりに努め

ました。様々な相談に対して、福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）の職員が

中心になって対応し、必要に応じて５職種で連携し、また専門機関や区役所と連携し、

適切な支援を行いました。  
高齢・子ども・障がい分野やその他の問い合わせについて「地域活動交流相談記録」、

５職種が地域の課題を共有するための「地域関係者との地域課題に関する話合い等報

告書」を活用し、職種を超えての連携や情報の共有を図り、必要に応じて個別相談に

つなぎました。また、出張相談の機会を増やし、地域の方にとってより相談しやすい

ケアプラザとしました。  
高齢に限らず、障がい・子育てについての相談窓口を充実させるほか、介護サービ

スの最新情報はもちろん、地域のインフォーマルサービス等の情報を収集・整理し、

支援を必要とする方に分かりやすく情報提供しました。  
相談内容を分析し、そのエリアの傾向を役立て出前講座や地域のサロン、地域関係

者との会合等、機会があるごとに積極的に参加し、福祉総合相談窓口（地域包括支援

センター）や地域ケアプラザの役割などについて広報しました。  
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 ケアプラザに勤務する職員として、公正・中立の視点や重要性を、所内会議などを通し

て職員全員が認識し、地域や他事業所からの信頼がえられるように育成に努めるとともに 

朝礼では、日々の連絡事項のみならず接遇についても声を掛け合い、接遇の向上にも努め

ました。 

 職員一人ひとりが「チーム港南中央の一員」として公正・中立な視点をもち、自らの役

割が果たせるよう、日常的な OJT を実施しました。  

 
(4)地域福祉保健のネットワーク構築  

第３期地域福祉保健計画は、中間振り返りの年にあたり、計画がどれだけ実践され

ているか・今後計画をどのように推進していくのかを地域の方々・関係機関と連携し、

進めていきました。また、３地区で開催される意見交換会への参加をはじめ、区社会

福祉協議会や区役所と連携してアセスメントを実施し、それぞれの地区のニーズにあ

った方向で支援しました。  
連合町内会の定例会や民生委員児童委員協議会の定例会に出席し、意見交換しなが

ら各地域の情報を収集しました。また、町内会やシルバークラブ、地域の企業などの

要請により５職種が協働して出前講座を実施した際に、各団体の活動内容を把握しま

した。  
上大岡地区は「連合・社協まつり」にて健康チェックコーナーを横浜じんせい病院

と協力して実施しました。また、「上大岡いきいきスクール」、「上大岡コミュニティラ

ンド」、「リハビリ教室」の開催支援をしました。  
笹下地区は、ケアプラザ・区社会福祉協議会・区役所が事務局として広報誌「ささ

げひろば」の編集委員会や発行を支援しました。また、笹下地区民生委員・児童委員

と共催し、三世代交流「ささげひまわりサロン」を開催しました。「港南桜まつり」に

ケアプラザとして参加し、ブースにおいて健康チェックコーナーの実施やケアプラザ

の紹介をしました。  
日野第一地区は、「日野第一ふれあいフェスタ」の会場内の地区社会福祉協議会のコ

ーナーで、地域活動の紹介、地域福祉保健計画の広報・周知、健康チェックの実施を

支援しました。地区社協の研修の開催支援で担い手育成への協力や、福祉ネットワー

クのボランティアと利用者との交流会で区社協とも協力して散策を３年ぶりの実施で

きました。また、「もめんの会」の開催支援や毎月 25 日の「五楽会」に５職種が参加

し、参加者の相談や様々な情報提供を行いました。  
各地域防災拠点の防災訓練と連携し、非常時における協力関係を強化しました。  
福祉ネットワークの活動者とケアマネジャー、訪問介護事業者との情報交換会を開

催し、ネットワーク作りを支援しました。  
また、「見守り協力事業者」について、お店や薬局、企業などに周知し、ゆるやかな

見守りの輪をひろげていきました。  
 

 
(5)区行政との協働  

今年度は第３期地域福祉保健計画の中間振り返りの年です。各地区計画の進捗状況を知

り、その上で具体的に実践していくために、区役所・区社会福祉協議会と連携して、それ

ぞれの地区のニーズにあった方向で支援しました。具体的には、５職種連携して地区アセ

スメントや、地域の課題、ニーズ、社会資源などを区役所・区社会福祉協議会とカンファ

レンスなどで共有し、共通認識を持って支援しました。 

日常生活圏域・区域の生活支援・介護予防の充実を進めていくための協議体を区役所・

区社会福祉協議会・地域の方と一緒に取り組みました。また、協議体や地域の会議か

ら出てきた地域課題の解決のための取り組みを区役所、区社会福祉協議会と連携し、

支援しました。  
区役所、区社会福祉協議会、区内ケアプラザの共催で実施する、定年後の男性支援のた

めのセカンドライフ大学校に参画し、担当地区の男性が地域に出る機会や地域での活動に
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繋がるきっかけ作りとしました。 

総合相談支援においては、区役所・関係機関と引継ぎや連携を図り、チームケアに

結び付けることで相談者が安心して生活できるよう支援しました。  
地域の中で見守りの目が広がるよう、区役所や関係機関と連携し、見守り事業「ひ

まわりホルダー」「見守り協力事業者」の推進や「認知症サポーター養成講座」を積極

的に開催しました。また、さらに見守りの目を増やすために区役所と一緒に地域の商

店や企業などに働きかけをしました。  

 

２ 地域活動交流事業 

(1)自主企画事業 

高齢者、障がい児・者、子育て支援など、それぞれの地域ニーズや特性に応じる事業を

企画し、幅広い世代の参加が得られるような自主事業を展開しました。実施にあたっては

ボランティアグループ、地区社会福祉協議会、関係団体、街のアドバイザーに加え、引き

続き貸室登録団体にも協力を積極的に呼びかけ、地域の方々のつながりを深まるよう支援

しました。 

高齢者対象の事業は、すべて介護予防の一環として、「事業一覧」の作成や入口に「情

報コーナー」を設け、広報・周知し、地域の方々が興味のある事業を選択しやすく工夫し

ました。２か月に１回発行している「それいゆ通信」の中でも、事業紹介記事を１面の目

につきやすいところに載せ、参加につながるようにしました。 

需要の大きい０～１才児向けの事業は、定期開催の事業に加え、小さな子どもを連れて

も参加できる季節のイベントも実施し、親子の外出支援を行いました。チラシをわかりや

すいものに作り変え、子育て中の方が紙媒体以外の画像等で知り合いに広げることができ

る形のものを作成しました。 

 定年後の男性の支援として、区、区社会福祉協議会、区内ケアプラザの共催で実施する

セカンドライフ大学校に参画し、担当地区の男性が地域に出る機会や地域での活動に繋が

るきっかけ作りを行いました。 

パパ講座は父子の交流・親同士の交流とケアプラザの周知のため開催しました。 

  地域の見守りとなるよう、近隣の中学校の生徒対象に、地域のキャラバンメイトと共に

認知症サポーター養成講座を行いました。 

 昨年度好評だった「発達障がいについて」の講座をよこはま港南地域療育センターから

講師を招き、地域の子育て支援者・民生委員・当事者に向けて開催し、その対応について

お話しいただきました。 

障がい児向け夏休み余暇支援事業「こうなんなつっこ」を他ケアプラザ・ボランティア

さんと一緒に開催し、その中の「お茶べり会」で当事者の親と民生委員をつなぎ、顔の見

える関係作りを支援しました。  
 

(2)福祉保健活動団体等が活動する場の提供  
多目的ホールの貸室状況は、9～12 時、12 時～15 時の枠は 90％近い利用率になってい

ます。多くの利用希望団体・グループがあるため、公平にご利用いただくために、毎月１

日に抽選で利用を決定します。その際、比較的空いている夜間や土日などについての情報

を提供し、できるだけ多くの方にご利用していただけるようにしました。また、団体登録

時にも比較的空いている曜日、時間帯をお伝えし、活動時間の設定などに活用していただ

きました。貸室の空情報もホームページ上で更新し、多くの幅広い層への情報提供に努め、

ホームページをご覧になれない方のため、ケアプラザ内にも空き室状況を貼り出しまし

た。 

貸室登録団体の福祉保健活動を推進するために、これまでのデイサービスでのボランテ

ィアの他、自主事業・地域のサロンへの出前講座や祭りなどでもボランティアを行ってい

ただけるよう支援しました。 

当ケアプラザで立ち上がったボランティアグループの活動場所として、地域で開催され

ている様々な行事への参加をはじめ、ケアプラザのおまつりやボランティアフェスティバ
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ル、夏祭り（世代間交流）、盆踊り大会などで活躍していただきました。 

登録団体交流会の中で「メンバー募集をしたい」「合同で演奏会をしたい」などのニーズ

があるので、メッセージボードを設けると共に、新マニュアルの団体登録書裏の登録表を

利用し、登録団体の情報を公開することで、活動希望者への情報提供を行うと共に、登録

団体交流会を発表会とすることで相互のつながりを支援しました。  
 

 
(3)ボランティアの育成及びコーディネート 

当ケアプラザの特徴は、ボランティア活動実績が多く、活動内容も多岐にわたっている

ことです。「できる時 できる範囲で 無理せずに」を合言葉にボランティアそれぞれの個

性に合わせて、「地域のサロンなどでの活動」「自主事業」「出前講座」「デイサービスでの

ボランティア活動」などをコーディネートしました。 

昨年度好評だった「ボランティアスタート講座」を開催し、地域の担い手育成とボラン

ティアとしての質の向上に努めました。 

また、「登録団体交流会」「個人・団体ボランティア交流会」を開催し、お互いの活動の

情報交換や交流を図り、つながりの輪を広げました。 

登録数は個人も団体も年々増えています。ボランティア活動を紹介するために「ボラン

ティア活動一覧」を整備し、活用していただきました。 

また、中高生の実習を受け入れ、ボランティア活動に親しむよう働きかけました。  
 

(4)福祉保健活動等に関する情報収集及び情報提供  
情報収集したものを集約し、地域の方によりわかりやすく発信できるように当ケアプラ

ザの地域版広報紙「それいゆ通信」を発行しました。広報紙は自治会町内会の協力の下、

担当地区へ回覧し、当ケアプラザの取組や事業の紹介、お知らせ、各地区の福祉保健活動、

地域福祉保健計画の状況などの情報提供、ボランティア等の紹介も引き続き行いました。 

その他、近隣施設にも配架を依頼し、出前講座の際には、地域の方々へ配布しました。 

１階のロビーにウォーキングポイントのリーダーを設置しているため、付近にウォーキ

ングに関するチラシや、健康づくりに関するチラシを配架しました。階段の踊り場に 3 地

区の広報誌、地域活動情報等を掲載できる「各地区の活動情報コーナー」を設け、地域の

方にわかりやすい情報提供に努め、来館者に地域活動に興味をもっていただけるようにし

ました。 

より多くの方にボランティア活動を知っていただけるようにそれいゆ通信の中で地域

のボランティアの方・登録団体の福祉保健活動などを掲載、紹介しました。 

子育ての事業をはじめ、講座の募集については、区役所の広報紙やホームページに掲載

し、若い世代の方など、多くの方にケアプラザの情報を提供しました。 

貸室の空情報もホームページに掲載し、幅広い層への情報提供に努めるとともに、ホー

ムページをご覧になれない方には、ケアプラザ内にも空き室状況を張り出しました。貸室

団体同士の交流になるように情報を収集し、誰もが貸室団体情報を得られるように情報フ

ァイルを設置し、随時更新しました。 

登録団体交流会や個人・団体ボランティア交流会のあり方を変え、参加しやすいスタイ

ルになるようにしました。他事業も利用者アンケート等で利用者のニーズや活動内容を把

握し、地域活動交流事業の運営に役立てました。 

相談等については、地域活動交流事業としてコーディネーター・サブコーディネーター

の連携が取れるように工夫し、必要に応じては地域包括支援センター職員に連携して対応

しました。また、利用される方からの情報を整理し、要望に迅速に対応できるように勤め

ました。 

地域においては､各関係機関の定例会や行事、サロンに参加するなど、地域活動を把握

しました。  
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３ 生活支援体制整備事業 

(1)事業実施体制 

地域の会議等で生活支援体制整備事業への理解・協力を引き続き広め、地域の中で

生活支援に関する取り組みが進むように、福祉ネットワーク等の会議では生活支援体

制整備事業に関する話題提供をさせていただき、活動の継続・発展のための支援とし

て日野第一地区では散策の実施と研修実施のための支援、福祉ネットワークと CM・訪

問介護事業所との情報交換会は３地区合同で実施しました。上大岡地区では今年度か

ら地区社協の会議に毎月参加させてもらい、会議の中で挙がった福祉ネットワークに

関する研修の実施に向けて区・区社協と協働して支援しています。笹下地区の笹下台

団地では協議体を経て買い物支援を８月から実施をしており、毎回７～８名程度の参

加者がいます。今年度の協議体では次年度に向けて振り返りと、他の支援方法につい

て検討しました。 

地域支援のお手伝いに関しては福祉事業所に声をかけて、現在支援の方法を地域の

方と一緒に検討中です。また、検討に関しては協議体として実施できるようにしてい

きます。 

生活支援コーディネーター連絡会や自主勉強会等で区役所、区社会福祉協議会、他

ケアプラザとの情報共有等で協議体の開催の方法、内容や生活支援体制整備事業の進

め方を引き続き検討しました。 

介護予防・生活支援サービス補助事業については支援方法を検討してきましたが、

結果的には休止となってしまいました。しかし、団体との関係性はできたので、今後

も活動についての意見交換など関係を継続していきます。 

「見守り協力事業者」の登録で企業や商店などが見守りに協力してくれることによ

り、地域内での見守りの輪が広がるように支援しました。また、見守り事業への協力

を通して、ケアプラザ広報紙の配架やひまわりホルダーの周知を継続的に実施してい

くことによって関係は続いており、薬局からはお客さんにひまわりホルダーを勧めて

もらって登録につながったり、薬剤師の実習生への CP 説明の依頼があったことや、銀

行から認知症サポーター養成講座の依頼がありました。  
 

(2)地域アセスメント（ニーズ・資源の把握・分析）  
改めて地域について共通理解をするためのツールとして地図の作成を実施しまし

た。地図には地域資源の他に見守り協力事業者や出前講座の行き先、相談の内容を分

析したものを可視化して地域支援の検討に役立てています。今年度から月別のアセス

メントシートも作成し、各職種からの情報や、ひまわりホルダーの登録数、出前講座

の実績も分かりやすくすることや、地域の役員の方たちの顔写真の名簿も作成して新

しく来た職員にも地域の方が分かるように工夫を行いました。法人アセスメントシー

トの様式をコミュニティアズパートナーモデルを元に変更し、より細かく地域のこと

分析するきっかけとなりました。  
順次各事業所に声をかけて、地域貢献について現在支援の方法を検討しています。  
ケアマネジャーから介護保険外のニーズなどを把握するために、情報交換会を行う

際に CM やサービス提供責任者から事前に介護保険外のニーズがどのようなものがあ

るか聞き取りをして、情報交換会で地域の方にも知っていただく機会としました。  
区のカンファレンスや区役所・区社会福祉協議会・５職種で連携し、地域アセスメ

ントを定期的に実施し、各担当地域の高齢者の生活課題やニーズを把握しました。  
地域活動サービスリストに関しては独自に様式を変更したり、近隣施設の情報も集

めて情報が提供しやすいように取り組みました。  
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(3)連携・協議の場 

福祉ネットワークや地区社協の会議など、既存の会議がある地域では生活支援に関

する取り組みが進むように話題提供等をさせていただき、具体的な取り組みにつなが

りました。既存の会議がない地域ではアセスメントや地域住民との話し合いなどから、

現在行っている活動の振り返りや今後必要となる生活支援に関する課題の共有から協

議体を開催しました。また、協議体の継続開催や協議体開催後も連携し、地域の方々

が主体的に課題解決が出来るように支援しています。 

協議体の開催の際に事業所等が参加できないこともありましたが、お互いの情報を

共有するなど、コーディネートをしました。 

実施した取り組みについてはケアプラザ広報紙等を用いて地域への情報発信を行い

ました。  
担当地域の福祉ネットワーク関係者と CM・訪問介護事業所との情報交換会を実施

して、インフォーマルサービスの活用、地域課題の把握、活動の検討などにつながる

ように開催をしました。実施後のアンケートではお互いの活動が理解できた、今後も

継続して実施して欲しいとの声がありました。今後の実施方法について地域の方の意

見も聞きながら検討していきます。  
 

(4)より広域の地域課題の解決に向けた取組  
隣接しているケアプラザとは情報共有をしたり、協議体にも参加させてもらい、隣

接する企業等との関係を作るきっかけとしました。 

区内の共通課題について１層協議体等で他機関と連携して取り組んだ内容を担当圏

域の課題解決につなげ、散策や買い物支援につなげました。また、担当地区の取組内

容を他のＣＰへ情報提供するなど、連携を図りました。 

福祉ネットワーク関係者と CM・訪問介護事業所との情報交換会では３地区合同の形

で、地区同士の活動の参考にもなるように実施しました。 

１つの地区で実施している内容を他の担当地区の方へ取り組み事例として共有した

り、区内での取り組みも地域の方へ共有をして、自身の地区での取り組み方法の参考

にしてもらいました。 

取り組み事例を広報紙で発信することによって、自分の地域でも同様のことを実施

して欲しいとの依頼も受けました。 

介護予防・生活支援サービス補助事業の他区との意見交換会については輪番で事務

局として参加したり、参加していない区の状況等を事前に聞いて、情報提供をしまし

た。 

４ 地域包括支援センター運営事業 

 （１）総合相談支援業務  

①地域におけるネットワークの構築  
 

地域包括支援センターの職員が地域活動交流コーディネーターや生活支援コーディ

ネーターとともに上大岡・笹下・日野第一の各エリア担当となり、地域で行われる意

見交換会や関係機関の定例会、サロンなどに参加し、地域の資源やネットワーク、地

域課題を把握しました。また、30 年度は、第３期地域福祉保健計画の中間振り返りの

年となり、各地域の方々や関係機関とともに、今後の推進について取り組みました。  
 また、地域活動交流コーディネーター、生活支援コーディネーターと協働し、サロ

ンや出前講座等で見守り事業「ひまわりホルダー」の推進をし、各関係機関と連携し

ました。また、「見守り協力事業者」の周知をし、商店や企業との連携を図りました。 
 民生委員協議会や各地域の行事等に参加し、地域包括支援センターを周知し、地域

の方々や関係機関等の関係を深めました。  
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②実態把握  

５職種で連携し、地域アセスメントを定期的に実施し、地域の情報や実態、ニーズ

を把握しました。地域との関係が希薄な方等把握している相談者についてはニーズと

状況の確認のため、必要に応じ個別訪問をおこないました。  
各シルバークラブ連合会や自治会、町内会の各部会、サロンなどからの依頼に応じ

た「出前講座」等を引き続き行い、一人暮らし高齢者、高齢者世帯などの実態把握を

すると共に見守りを必要とする方々の情報も把握しました。必要に応じて相談に応じ

ました。  
  
 
 

 
 

③総合相談支援  
 

地域の方や民生委員等の福祉保健関係者、ケアマネジャー等のサービス事業所が気

軽に相談できる窓口として利用していただけるように、地域のサロンや各種会議への

参加や事業所訪問を行い、広報紙や「ひまわりホルダー」などを活用し「福祉総合相

談窓口（地域包括支援センター）」の周知を継続しました。  
 相談に関しては、ご本人・ご家族や地域の状況も踏まえて、「福祉総合相談窓口（地

域包括支援センター）」３職種のみならず地域活動交流コーディネーターや生活支援コ

ーディネーターと連携し、ご本人・ご家族のニーズを把握するなど総合的に支援し、

必要に応じてインフォーマルサービスや居宅サービス事業者、医療機関、専門機関に

つなぎました。その際、関係機関と連携を図り、チームケアに結び付けることで相談

者が安心して生活できるよう支援しました。  
 認知症・虐待・権利擁護などの相談に結びつくよう、事業や講習などを実施しまし

た。  
 また、30 年度は、出張相談を増やし、ケアプラザに相談に来にくい方々の相談に対

応しました。  
 
 
 

 

 （２）権利擁護業務  

①成年後見制度の活用促進・消費者被害の防止  
支援を必要な方やそのご家族などに対しては、関係機関と連携しながら成年後見制

度の概要や手続きの流れを説明し、成年後見制度を理解していただくように支援しま

した。  
成年後見制度普及や地域の方に制度を理解して頂くために、講座を企画し、実施し

ました。また、チラシ等の媒体を活用して地域への情報提供、啓発活動を行いました。 
 地域に出向いた「出前講座」や事業の際に消費者被害防止についても伝え、注意喚

起をしました。事業やサロン等で「港南区安全・安心メール」の振込詐欺などの情報

提供を継続し、注意喚起を促しました。  
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②高齢者虐待への対応  
 

総合相談の際、適切でないケアや高齢者虐待が疑われる要素がある場合は、早期に

区役所や関係機関と情報を共有し、関係者間のチームでの支援体制の構築や事実確認

に努めました。積極的な介入が必要な際は、早い段階で包括職員により訪問する等チ

ームで連携しながら対象者及び擁護者に適切な支援をしました。  
虐待の疑いから早期発見する為に、介護事業者へ「虐待に関する講座」を行い、日

頃の観察の仕方などに活かしていただきました。  
介護者が孤立しないように「さくらの会」（介護者のつどい）や「みなとみな」(若

年性認知症のつどい)の開催などを紹介し、日々の感じているストレスや悩みを話し合

う場の情報を提供しました。  
 

 
 

③認知症  
 

認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、地域の方々の

認知症の理解を深め、地域で支えていけるよう「認知症サポーター養成講座」を開催

しました。また、地域や企業などへの認知症に関する出前講座を積極的に実施すると

ともに 30 年度は新たに中学生けの出前講座を実施しました。  
また、「認知症サポーター養成講座」などを実施する際は、担当地区の「キャラバン

メイト連絡会」を開催し、情報を共有すると共に協働で実施しました。  
地域や事業で活動している「スリーA」の支援者の活動を支援しました。  
若年性認知症のつどい「みなとみな」の開催を実施し、認知症の方やその家族、地

域の方々が気軽に寄れる場を提供しました。  
 認知症で介護負担の大きいご家族や介護者は、「さくらの会」（介護者のつどい）な

どを紹介し、連携を取りながら支援しました。  
「ひまわりホルダー」を推進し、地域の中での見守りの目を増やすとともに「見守

り協力事業者」を周知し、地域の方々のみならず、商店や企業等の見守りの輪をひろ

げました。  
 

 
 
 

 

 （３）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務  

①地域住民、関係機関等との連携推進支援  
・５職種で連携し、地域での活動や出前講座等で、「福祉総合相談窓口（地域包括支援

センター）の広報」「介護保険制度について」「ケアマネジャーの役割」等を周知しま

した。  
・地域での見守り事業「ひまわりホルダー」を推進し、関係機関等で連携しました。

また、「見守り協力事業者」を周知し、商店や薬局、企業等と連携を深めました。  
・５職種で連携し、地域のインフォーマルサービス等の情報を収集し、地域のケアマ

ネジャーに情報提供しました。  
・「民生委員とケアマネジャーとの交流会」を担当各地区で開催し、お互いの顔の見え

る関係づくりを支援しました。  
・「港南区民生委員・ケアマネジャー連絡票」を活用することで、地域の高齢者がより

安心して暮らせるよう、ケアマネジャーへの連絡票の普及に努めました。  
地区民生委員と連携し、横浜市一人暮らし高齢者「地域で見守り」推進事業に協力し

ました。  
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・「地域密着型サービスの運営推進会議・介護医療連携推進会議」では、運営状況の報

告を受け、情報交換をしました。その際には、事業所の地域での活動状況を把握し、

地域貢献や地域支援事業などにつなげ、地域のネットワーク作りに努めました。  
・介護サービス事業所や薬局の訪問を積極的に行います。その際には、情報交換や地

域での心配事などを聞き取り、地域課題の発見・把握に努めました。  
 
 
 

 
②医療・介護の連携推進支援  

 
・地域ケアプラザ協力医との「ドクターのいるサロン」を定期的に開催し、地域のケ

アマネジャーや介護サービス事業所が日常的に医療との連携ができるように支援しま

した。  
・介護サービス事業所の訪問を積極的に行い、情報交換をするとともに地域課題を把

握しました。  
・「港南区在宅医療相談室」と連携し、事例検討会や連携推進会議、研修会への参加・

協力を通じ、医療と介護の連携を推進しました。  
・港南区地域包括支援センターと連携し、「医福ネット港南」に協力・参加し、地域の

医療機関とサービス事業所との連携を支援しました。  
・「ドクターのいるサロン」「港南区在宅医療相談室」「医福ネット港南」の実施・協力・

参加等を通じて、ケアマネジャー支援に展開できるように努めました。  
 
 
 

 
③ケアマネジャー支援  
 
 
港南区と区内地域包括支援センターとで協働して、ケアマネジャー向け研修会を実施

しました。新人・新任ケアマネジャー向けには「施設見学会・初級ケアマネジメント

講座」を実施し、現任ケアマネジャー向けには「ケアマネジメント研修」を実施しま

した。 

・港南区内 4 地域包括支援センター共催の「ケアマネサロン」は、情報交換と学習の

場として、ケアマネジャーの日常業務に役立つ情報提供とケアマネジャーの質の向上

をはかれるように企画・実施しました。 

・担当圏域内の処遇困難ケース等については、担当ケアマネジャーと情報を共有し、

関係機関に働きかけるなどし、カンファレンスの開催などを支援しました。 

また、ケアマネジャーが気軽に地域包括支援センターに相談できるように、事業所訪

問を実施するとともに、担当者会議開催の支援や同行訪問を実施し、相談にも積極的

に対応しました。 
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（４）多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築・地域ケア会議  

多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築・地域ケア会議  
5 職種で協働し、特に生活支援コーディネーターとは地域の状況を共有しながら、

地域の実態や情報収集を行い、地域課題を把握し、担当３地区の［福祉ネットワーク

とケアマネジャー、訪問介護事業所］との情報交換会を実施しました。  
・地域密着型サービスの運営推進会議・介護医療連携推進会議への参加や介護サービ

ス事業所の訪問などを通じて、各事業所の状況や特徴などを把握しました。それらを、

地域の方のより良い生活に活かせるようなネットワーク作りに活用していきます。  
 
 
 
 

 

 （５）介護予防ケアマネジメント（指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業） 

介護予防ケアマネジメント（指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業）  
・ケアプラン作成にあたっては、お客様の心身の状況、その置かれている環境等に

応じて、お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、またご   

本人らしく自立した日常生活を営むことができることを目指しました。  
・適正な保健医療サービス及び福祉サービスが、様々な事業者から、総合的に効率

的に提供されるように、公正中立な立場で、ケアプランを作成するとともに   

サービス事業所等との連絡調整を行いました。  
・事業の実施にあたっては、関係行政機関、地域の保健・医療・福祉サービス事業

者、ボランティア団体等との綿密な連携を図り、総合的なサービス提供の調整に

努めました。  
 ・委託のケアマネジャーが適切なケアマネジメントができるように必要性の説明や

適切なプラン作成における相談等、継続的に支援しました。  
 
 
 
 

 

（６）一般介護予防事業  

一般介護予防事業  
 
・介護予防に関連する講座の企画・運営・実施、自主活動グループの支援を継続的に

行い、担当地区の介護予防を推進しました。介護予防講座では企業の協力を得て介護

予防事業を開催しました。また、ボランティアスタート講座を行い、人材発掘・育成

を行い、その後のフォローアップのための講座を行いました。  
・今年度は昨年度まで実施していた「笑輪ん会」の体操を変更し、「体操・音楽・遊び」

の要素を取り込んだ『当日参加型の笑たいむ「けせらせら」』を開催しました。  
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施設の適正な管理について  

 

 

(1) 施設の維持管理について  
ケアプラザは、高齢者、障がい者、乳幼児等、心身の状態の弱い方も含めて、地域

の様々な方が利用される施設です。常に、地域の皆様が快適に安心して利用していた

だけるよう、施設・設備の安全と清潔に努めました。また、複合施設なので、港南区

生活支援センターと協議し、施設・設備の保守管理を行いました。  
 建物および空調設備・消防設備・エレベーター等の施設設備の定期的な保守点検を

専門業者に委託し、日常管理は職員が実施しました。定期点検や日常管理などで不具

合を発見した場合は、適切、迅速に対応しました。  
また、日常及び定期清掃などを定期的に実施し、館内の清潔に努め、衛生管理にも努

めました。館内入口や洗面所に手指消毒液を設置し、感染症予防に注意を払い、お客

様に対しての呼びかけるとともにポスター等で周知しました  
また、年間草花が絶えることがないよう、植栽管理を行い、環境保全と緑化に努めま

した。  
 
 
 
 

(2) 効率的な運営への取組について  
法人においては、複数のケアプラザを管理運営していますので、本部所管課が各ケ

アプラザの情報を収集し、所長会にて情報の共有や同じ課題を検討し、効率的な運営

を図りました。経理面に関しても一括入札や消耗品の共同購入など経費節減に努めま

した。労務、経理などの事務処理に関しても法人本部と業務の役割分担を図りながら

事務の効率化に努めました。  
また、建物管理や保守に関しては、港南区生活支援センターとの複合施設のため、共

同委託することにより、効率よく施設管理を行いました。  
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(3) 苦情受付体制について  
 
「ご意見箱」を１階ホールや２階ロビーに設置し、いつでもどなたでもご意見などを

受付けできるようにしました。いただいたご意見・ご要望については、職員で検討し、

改善等を図り、その結果をケアプラザ内に掲示します。今年度は「ご意見箱」にての

苦情やご意見はありませんでした。そのほか「ご意見ダイヤル」の案内を 1 階ホール

と２階ロビーに掲示しており、ホームページでもお問い合わせのページを設けていま

す。また、窓口では、気軽に苦情やご意見、ご要望をいただけるように、気軽に話し

やすい雰囲気づくりに努めました。  
法人では「苦情解決規則」を定めており、それに基づき当ケアプラザにおいても苦情

受付担当者・苦情解決責任者を設置して、ご利用の皆様からのご意見、ご要望、また

苦情に対して、可能な限り、その場で解決を図る等、迅速に対応しました。  
その場で解決できないものについては、公正中立の立場から、あっせん・調整を行

う第三者委員を設置し、適切な苦情解決に向けての体制を整備していますが、30 年度

は、第三者委員に諮る苦情はありませんでした。  
苦情は、真摯に受け止め、原因、事実関係を明らかにし、対策を講じて再発防止に努

めました。  
 
 
 
 
 
 

(4) 緊急時（防犯・防災・その他）の体制及び対応について  
 
地震、火災などの災害時に速やかに対応できるよう、防災対応マニュアル、消防計画

などを策定し、災害時発生時に職員が適切な対応がとれるように訓練や研修を実施し

ました。  
避難訓練等は、年４回実施しました。1 回は消防と近隣４施設と合同で、その他、複

合館として港南区生活支援センターと合同で、それ以外に 2 回、単独で実施しました。

避難訓練には、日頃利用される方も参加を呼びかけ、職員が適切な対応をとれるよう

に行いました。  
港南区と「福祉避難場所」の協定を結び、応急備蓄物資を計画的に整備し、災害時に

有効に機能するための体制づくりに努めました。今年度も担当地区内の 5 か所の地域

防災拠点と通信訓練を実施しました。また、法人独自に物資の備蓄を行いました。  
また、ＡＥＤを設置し、お客様などが急病になられた際に対応できるようにしました。 
日中は職員が巡回を行い、夜間は館内を確認した後、閉館時に 2 階の入り口の防犯カ

ーテンを閉め、機械警備を行いました。  
設備の保守点検や備品の管理を徹底し、ご利用いただく方の安全に努めました。  
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(6) 個人情報保護の体制及び取組について  
法人の「個人情報保護規程」の定めに則り、個人情報の管理に関する責任者、担当

者を定め、管理体制と責任体制を明確にしました。  
個人情報保護・情報セキュリティ研修を職員の必修研修として実施しました。また、

個人情報に対して、緊張感を持って取り扱うことを認識し、紛失や漏洩がないように、

個人情報取り扱いチェックや自己の振り返りを職員全員が行いました。  
 実際の取り扱いについては、契約書、個人ファイル、電子媒体などは施錠できるロ

ッカーなどで保管し、業務上持ち出しが必要な場合には、紛失や漏洩がないよう最小

限の情報のみとし、専用バックにて携帯しました。  
個人情報漏洩防止のため、郵便物の発送や FAX 送信などの際には、必ずダブルチ

ェックして行い、FAX 送信の際は氏名等にマスキングをしました。  
ＵＳＢメモリーの使用も最低限とし、センターサーバーにより、管理しました。  

 
 
 

(5) 事故防止への取組について  
緊急時（事故、急病、犯罪等の発生）に備えて、緊急時事故対応マニュアルや緊急

連絡網を整備し、また、それを活かせるように職員に研修を行い、速やかに適切に対

応できるようにしました。  
介護サービスの提供においては、事故未然防止のため、ミーティングや会議にて、

お客様の情報を共有しました。事故が発生した場合は、再発防止に向けて、迅速に状

況分析や原因突明を行い、対策を検討し、改善を実施しました。ミーティングや全体

会議にて報告・共有し職員全員に周知徹底し、再発防止に取り組みました。また、事

例に基づいた実践的な事故防止の研修を実施しました。  
横浜市より、毎月提供される「地域ケアプラザ等において発生した事故等の状況に

ついて」も所内会議等や回覧にて周知しました。  
また、法人本部のサービス向上委員会で、法人すべての事業所での事故などの事例

を検証し、法人所長会にて全事業所に周知しました。他事業所の事故事例を所内会議

や回覧で周知し、危機管理意識を高めました。  
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(7) 情報公開への取組について  
横浜市が制定する「情報公開条例」の趣旨に則り、法人にて「情報公開規程」を定

め、情報開示に関する申し出があった場合は、個人情報保護に最大限配慮しつつ、積

極的に情報開示に努める体制を整えていますが、30 年度は申し出はありませんでし

た。  
 また、当ケアプラザの各種事業に関する情報などを、ホームページにて、幅広い多

くの市民の方が、いつでも閲覧できるようにしました。  
 
 
 

(8) 人権啓発への取組について  
人権の尊重は、福祉職として一番守るべき大切なことです。職員は地域の方々やお

客様の人権を尊重し、皆様が心豊かな生活がおくれるように支援しました。  
30 年度において「人権研修」を実施し、あらためて、自分たちの活動を振り返り、人

権についての理解を深めました。  
  また、人権尊重の理念を多くの方に理解していただくために、「人権デー」や「人

権週間」のポスターなどの館内掲示や、事業などの際に啓発に努めました。  
 
 
 
 
 
 
 

(9) 環境等への配慮及び取組について  

節電、節水をこまめに行い、コピー用紙の裏面使用など資源の有効活用を行い、資源

ごみの徹底した分別収集に努め、省エネルギー対策・ゴミの減量化など良好な環境維

持を図りました。  
電力の消費については、使用していない部屋等の消灯、パソコンや複写機等の電源を

落とすなど節電を徹底しました。特に電力がピークを迎える夏期は、適切な軽装によ

る執務を心がけるとともに、扇風機等を使用し体感温度を下げるように努めました。

また冬期についても、窓等の無駄な開閉をしないなどお客様にも協力を呼びかけまし

た。  
また、節水こまを使用しての節水に努めました。  
緑化の推進にため、ケアプラザ敷地内の植栽の維持・管理を行い、環境保全に協力し

ました。緑のカーテンを作り、夏場の省エネ対策を実施しました。  
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介護保険事業 

● 指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業  

≪職員体制≫  
 ≪職員体制≫平成 31 年 3 月 31 日現在  
 管理者 保健師    2 名（常勤兼務）  
   社会福祉士    2 名（常勤兼務）  
   主任ケアマネジャー１名（常勤兼務）  
   予防プランナー  3 名（非常勤専任 1 名、非常勤兼務 2 名）  
 
≪目標に対する成果等≫  
 
（ア）ケアプラン作成にあたっては、お客様の心身の状況、その置かれている環境等  
   に応じて、お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、またご  
   本人らしく自立した日常生活を営むことができることを目指しました。  
（イ）適正な保健医療サービス及び福祉サービスが、様々な事業者から、総合的に効  

率的に提供されるように、公正中立な立場で、ケアプランを作成するとともに  
   サービス事業所等との連絡調整を行いました。  
（ウ）事業の実施にあたっては、関係行政機関、地域の保健・医療・福祉サービス事  

業者、ボランティア団体等との綿密な連携を図り、総合的なサービス提供の調  
整に努めました。  

 
 
≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  
 ●通常のサービス提供地域を越える地域に訪問、出張する必要がある場合には、以  

下の実費を頂きます。  
①公共交通機関を利用の場合 公共交通機関の運賃分  

※30 年度は、実費負担していただいた実績は、ありませんでした。  
 

 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
 
より質の高い援助ができるよう、定期的に会議を開催し、支援方法の検討や情報共  
有を行いました。  
 
 
≪利用者実績≫  

               【単位：人】  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

272 265 262 273 276 284 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  

303 304 297 299 303 301 
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● 居宅介護支援事業  

≪職員体制≫平成 31 年 3 月 31 日現在  
 
 管理者・主任介護支援専門員 1 名（常勤兼務）  
 介護支援専門員       4 名（常勤専従 3 名、非常勤兼務 1 名）  
 
≪目標に対する成果等≫  
（ア）ケアプラン作成にあたっては、お客様の心身の状況、その置かれている環境に

応じて、お客様が継続して住み慣れた地域で生活が送れるように、またご本人らしく

自立した日常生活を営むことができることを目指しました。  
 
（イ）適正な保健医療サービス及び福祉サービスが、様々な事業者から、総合的に効

率的に提供されるように、公正中立な立場に立ち、ケアプランを作成するとともにサ

ービス事業所等との連絡調整を行いました。  
 
（ウ）事業の実施にあたっては、関係行政機関、地域包括支援センター、地域の保健・

医療・福祉サービス事業者、ボランティア団体等との綿密な連携を図り、総合的なサ

ービス提供の調整に努めました。  
 
（エ）緊急時、24 時間連絡が可能な体制を確保しまた。  
 
≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  
  
●通常のサービス提供地域を越える地域に訪問、出張する必要がある場合には、  

以下の実費を頂きます。  
①公共交通機関を利用の場合公共交通機関の運賃分  

 ※30 年度は、実費負担していただいた実績は、ありませんでした。  
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
 （ア）お客様が住み慣れた地域で安心して在宅生活が送れるように、またご本人ら

しい自立した日常生活を営むことができるように、地域とのつながりを大切にしたイ

ンフォーマルなサービスを含めたプランを作成しました。  
（イ）介護保険の認定調査や更新申請の代行も行いました。  
 
 
≪利用者実績≫  

               【単位：人】  
   
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

180 182 182 182 180 174 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  

172 176 176 172 175 169 
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● 通所介護  

≪提供するサービス内容≫  
 ●通所介護計画書等の作成         ●生活相談（相談援助等）  
 ●機能訓練（日常動作訓練、生活機能向上） ●健康状態の確認  
  ●介護サービス              ●送迎  
 ●入浴                  ●レクリエーション  
 ●食事  
 
 
≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫  
1 割負担分  

●（要介護１）        662 円      
（要介護２）     782 円  
（要介護３）         905 円        
（要介護４）      1,030 円  
（要介護５）       1,154 円  

●食費負担       700 円  
●入浴加算      54 円  
●中重度者ケア体制加算  49 円   
●送迎減算（片道）  ▲51 円      
●サービス提供体制強化加算（１）ロ 13 円  
●介護職員処遇改善加算Ⅰ  

   １ヵ月のご利用単位数の 1000 分の 59 に相当する料金が加算されます。  
 
※キャンセル料（前日の営業時間終了までにご連絡がない場合、食材料費 500 円をい

ただきます。）  
 
≪事業実施日数≫ 週 7 日（年末 12 月 29 日から年始 1 月 3 日までお休み）  
 
≪提供時間≫ 9:30 ～ 16：35 
 
≪職員体制≫ 平成 31 年 3 月 31 日現在  
 

管理者      1 名（常勤兼務     1 名）  
生活相談員    4 名（常勤兼務  4 名）  
看護職員      8 名（非常勤兼務   8 名）  
介護職員     33 名（常勤兼務 6 名 非常勤兼務  27 名）  
機能訓練指導員   8 名（非常勤兼務   8 名）  
調理員      7 名（非常勤兼務 7 名）  
ドライバー     8 名（非常勤兼務   8 名）  

 
 
≪目標に対する成果等≫  

(ア）お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、またご家族の介護

負担軽減を図るために、お客様お一人おひとりの心身の特性を踏まえて入浴、

食事、排泄などの介護を行いました。また、レクリエーションや機能訓練等を

通して心身の活性や現在の機能の維持向上を図り、ご本人らしく自立した日常

生活が過ごせるように支援しました。  
（イ）お客様の意思を尊重し、関係機関との連携を図り、お客様の心身の特性や持て

る力に応じた通所介護計画書を作成しました。  
（ウ）通所介護計画書を基に、要介護状態の軽減や悪化の防止に配慮して通所介護サ

ービスを提供しました。  
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（エ）お客様にとって「ご自分らしく楽しく過ごせ、意義あるデイサービス」を提供

できるように職員の資質向上を図るための研修や業務体制を整備しました。  
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
（ア）地域のボランティアのご協力を得て、曜日ごとのサークル活動を充実しました。

実習生やボランティアの受け入れを積極的に行い、地域との交流を図り、開か

れたデイサービスに努めました。  
（イ）厨房スタッフが、心を込めて調理した温かい家庭料理やおやつを提供しました。 
 
 
 
 
≪利用者実績（延べ人数）≫  

               【単位：人】  
   
 
 
 
 
 
 
 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

823 804 809 792 815 779 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  

803 760 746 749 709 788 
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● 第１号通所事業  

≪提供するサービス内容≫  
 ●介護予防通所介護計画書等の作成     ●生活相談（相談援助等）  
 ●機能訓練（日常動作訓練・生活機能向上） ●健康状態の確認  
 ●介護サービス                     ●送迎  

●入浴                   ●レクリエーション  
●食事  

 
≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫  

１割負担分          
●（要支援１） 1,766 円   

（要支援２） 3,621 円  
  但し、横浜市通所介護相当サービス（独自）のみ、要支援 2 の方で週 1 回程度

ご利用の方は、1,766 円  
●食費負担         700 円  
●サービス提供体制強化加算（１）ロ  

（要支援１）  52 円  
（要支援２）  103 円  

  但し、横浜市通所介護相当サービス（独自）のみ、要支援 2 の方で週 1 回程度

ご利用の方は、52 円  
●介護職員処遇改善加算Ⅰ  
  １ヵ月のご利用単位数の 1000 分の 59 に相当する料金が加算されます。  

 
※キャンセル料（前日の営業時間終了までにご連絡がない場合、食材料費 500 円を

いただきます。）  
≪事業実施日数≫ 週 7 日（年末 12 月 29 日から年始 1 月１割負担分  
 
≪提供時間≫9:30 ～ 16：35 
 
≪職員体制≫平成 31 年 3 月 31 日現在  

管理者      1 名（常勤兼務    1 名）  
生活相談員    4 名（常勤兼務  4 名）  
看護職員      8 名（非常勤兼務  8 名）  
介護職員     33 名（常勤兼務 6 名 非常勤兼務  27 名）  
機能訓練指導員   8 名（非常勤兼務   8 名）  
調理員      7 名（非常勤兼務   7 名）  

ドライバー      8 名（非常勤兼務   8 名）  
 
  
≪目標に対する成果等≫  
（ア）お客様がいつまでも、住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、また、ご家族

の介護負担軽減を図るために、お客様お一人おひとりの心身の特性を踏まえて

入浴、食事、排せつなど自立を促す支援を行いました。また、レクリエーショ

ンや交流、機能訓練等を通して心身の活性や現在の機能の維持向上を図り、ご

本人らしく自立した日常生活が過ごせるように支援しました。  
（イ）お客様の意思を尊重し、関係機関との連携を図り、お客様の心身の特性や持て

る力に応じた介護予防通所介護計画書を作成しました。  
（ウ）介護予防通所介護計画書を基に、要支援状態の軽減や悪化防止に配慮して、現

在の機能が維持できるよう、介護予防通所介護サービスを提供しました。  
（エ）お客様にとって「ご自分らしく楽しく過ごせ、意義あるデイサービス」を提供

できるように職員の資質向上を図るための研修や業務体制を整備しました。  
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≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
（ア）将棋、囲碁、麻雀、書道、手芸、絵手紙などのレクリエーションは、ご自分で

選択し、参加して頂きました。  
（イ）楽しみながら身体を動かし、訓練用具を使用した機能訓練を実施しました。  
（ウ）地域のボランティアのご協力を得て、曜日ごとのサークル活動を充実させ、お

客様同士の交流を促進し、地域に開かれたデイサービスに努めました。  
（エ）実習生やボランティアを積極的に受け入れ、地域の方々との交流を図りました。 
（オ）厨房スタッフが、心を込めて調理した温かい家庭料理やおやつを提供しました。 
 
 
 
 
≪利用者実績（契約者数）≫  

               【単位：人】  
 
 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

15 13 12 11 12 13 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  

12 13 13 12 14 14 
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● 認知症対応型通所介護  

≪提供するサービス内容≫  
 ・認知症対応型通所介護計画書等の作成   ・生活相談（相談援助等）  
 ・機能訓練（日常動作訓練）        ・健康状態の確認  
 ・個別機能訓練              ・介護サービス  

・送迎                  ・入浴  
・レクリエーション            ・食事  

１割負担分  
（ア）（要介護１） 1,072 円    

（要介護２） 1,188 円  
（要介護３） 1,305 円    
（要介護４） 1,422 円  

    （要介護５） 1,539 円  
（イ）食費負担  700 円  
（ウ）入浴加算     55 円  
（エ）個別機能訓練加算 30 円  
（オ）送迎減算（片道）  ▲52 円  
（カ）サービス提供体制強化加算（１）イ 20 円  
（キ）介護職員処遇改善加算Ⅰ  
   １ヵ月のご利用単位数の 1000 分の 104 に相当する料金が加算されます。  

 
※キャンセル料（前日の営業時間終了までにご連絡がない場合、食材料費 500 円を

いただきます。）  
 

≪事業実施日数≫週 7 日（年末 12 月 29 日から年始 1 月 3 日までお休み）  
         
≪提供時間≫  9:30 ～ 16：35  
 
≪職員体制≫   平成 31 年 3 月 31 日現在  

管理者      1 名（常勤兼務 1 名）  
生活相談員    ４名（常勤兼務  4 名）  
看護職員      9 名（非常勤兼務 9 名）  
介護職員     18 名（常勤兼務 6 名 非常勤兼務 12 名）  
機能訓練指導員    9 名（非常勤兼務 9 名）  
調理員      6 名（非常勤兼務  6 名）  
ドライバー     8 名（非常勤兼務  8 名）  

≪目標≫  
（ア）お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、またご家族の介護

負担軽減を図るために、お客様お一人おひとりの心身の特性を踏まえて入浴、

食事、排泄などの介護を行いました。また、個々に合わせたレクリエーション

や機能訓練等を通して心身の活性を図り、認知機能の低下を予防し、ご本人ら

しい、いきいきとした日常生活が過ごせるように支援しました。  
（イ）お客様やご家族の意思を尊重し、関係機関との連携を図り、お客様の心身の特

性や持てる力に応じた認知症対応型通所介護計画書を作成しました。  
（ウ）認知症対応型通所介護計画書を基に、要介護状態の維持、もしくは改善を図り、

自立した日常生活を営むことができるように認知症対応型通所介護サービスを

提供しました。  
（エ）「お客様がいつも笑顔で、ご自分らしくいきいきと過ごせ、ご家族が安心してい

ただけるデイサービス」を提供できるように職員の資質向上を図るための研修

や業務体制を整備しました。  
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≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
（ア）地域のボランティアのご協力を得て、社会参加の機会を増やします。実習生や

ボランティアの受け入れを積極的に行い、地域との交流を図り、開かれたデイサ

ービスに努めました。  
（イ）厨房スタッフが、心を込めて調理した温かい家庭料理やおやつを提供しました。 
 
 
利用者実績（延べ人数）≫  

               【単位：人】  
   
 
 
 
 
 
 
 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

187 195 192 199 219 203 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  

197 200 201 187 190 207 

 



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

15,116,758 639,204 15,755,962 15,755,962 0 横浜市より

0 0

0 0 0

0 378,823 △ 378,823

0 0 225,995 △ 225,995

印刷代 0 0 32,280 △ 32,280

自動販売機手数料 0 191,615 △ 191,615

駐車場利用料収入 0 0 0

その他（指定管理充当分） 0 0 2,100 △ 2,100

3,990,000 3,990,000 3,990,000

4,264,503 4,264,503 4,264,503

23,371,261 639,204 24,010,465 16,360,780 7,649,685

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,985,427 0 11,985,427 12,185,398 △ 199,971

8,528,539 8,528,539 8,421,370 107,169

1,304,139 1,304,139 1,392,411 △ 88,272

1,768,859 1,768,859 1,993,493 △ 224,634

58,582 58,582 46,780 11,802

8,256 8,256 8,256 0 ハマふれんど

317,052 317,052 317,063 △ 11

0 0 6,025 △ 6,025

1,030,000 0 1,030,000 2,100,358 △ 1,070,358

18,438 18,438 11,079 7,359

107,306 107,306 84,672 22,634

5,100 5,100 0 5,100

207,659 207,659 200,036 7,623

279,661 279,661 294,592 △ 14,931

0 0 0 1,500 △ 1,500

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 1,500 △ 1,500

30,000 30,000 224,413 △ 194,413

0 0 0 0

0 0 17,520 △ 17,520

4,849 4,849 1,012 3,837

53,468 53,468 51,165 2,303

190,035 190,035 52,000 138,035

0 0 0 0

0 0 0 0

133,484 0 133,484 1,162,369 △ 1,028,885

1,892,000 0 1,892,000 587,409 1,304,591

42,000 42,000 13,435 28,565

1,850,000 1,850,000 573,974 1,276,026

7,505,000 639,204 8,144,204 8,072,546 71,658

0 0 0 0 0

4,023,643 0 4,023,643 5,195,604 △ 1,171,961

電気料金 0 0 0

ガス料金 0 0 0

水道料金 0 0 0

751,823 751,823 743,557 8,266

474,000 639,204 1,113,204 1,102,404 10,800

100,288 100,288 87,013 13,275

2,155,246 0 2,155,246 81,005 2,074,241

空調衛生設備保守 320,813 320,813 0 320,813

消防設備保守 0 0 0

電気設備保守 81,001 81,001 81,005 △ 4

害虫駆除清掃保守 0 0 0

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 1,753,432 1,753,432 0 1,753,432

0 0 0 0

0 862,963 △ 862,963

958,834 0 958,834 974,831 △ 15,997

0 0

958,834 958,834 974,831 △ 15,997

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

23,371,261 639,204 24,010,465 23,920,542 89,923

0 0 0 △ 7,559,762 7,559,762

1,850,000 1,850,000 378,823 1,471,177 自主事業への参加料等

1,850,000 1,850,000 573,974 1,276,026 自主事業経費

0 0 0 △ 195,151 195,151

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

支出の部

科目

収入合計

平成３０年度　「港南中央地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
利用料金収入
指定管理料充当　事業
自主事業収入
雑入

その他（施設使用料相当額　法人負担分）
その他（提案時控除     法人負担分）

人件費
本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

印刷製本費

消耗品費
会議賄い費

旅費

通信費
使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料

その他
地域協力費
手数料

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当　事業

管理費
建築物・建築設備点検
光熱水費

清掃費
修繕費

ニーズ対応費

設備保全費

共益費
その他

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

機械警備費

管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

支出合計
差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入



収入の部 （単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

34,501,000 0 34,501,000 34,501,000 0 横浜市より
151,000 151,000 151,000 0 横浜市より

5,789,000 5,789,000 5,789,000 0 横浜市より
0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 223,200 △ 223,200

0 0 0 172,855 △ 172,855

印刷代 0 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 50,935 △ 50,935

駐車場利用料収入 0 0 0 0

その他（指定管理充当分） 0 0 121,920 △ 121,920

3,180,293 3,180,293 3,180,293 0

43,621,293 0 43,621,293 44,017,348 △ 396,055

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

38,436,293 0 38,436,293 35,070,164 3,366,129

23,452,500 23,452,500 17,784,000 5,668,500

4,916,897 4,916,897 4,575,152 341,745

9,214,549 9,214,549 11,878,179 △ 2,663,630

67,655 67,655 41,764 25,891

33,756 33,756 33,756 0 ハマふれんど

750,936 750,936 750,938 △ 2

0 0 6,375 △ 6,375

590,000 0 590,000 1,974,468 △ 1,384,468

0 0 54,774 △ 54,774

50,000 50,000 155,314 △ 105,314

0 0 0 0

50,000 50,000 200,036 △ 150,036

373,319 373,319 364,269 9,050

0 0 0 1,152 △ 1,152

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 1,152 △ 1,152

0 0 294,456 △ 294,456

0 0 0 0

18,156 18,156 17,520 636

0 0 11,947 △ 11,947

0 0 51,165 △ 51,165

98,525 98,525 52,000 46,525

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 771,835 △ 771,835

2,600,000 0 2,600,000 1,114,314 1,485,686

630,000 630,000 504,000 126,000

1,510,000 1,510,000 421,978 1,088,022

151,000 151,000 126,167 24,833

309,000 309,000 62,169 246,831

1,995,000 0 1,995,000 1,978,818 16,182

0 0 0

1,352,824 0 1,352,824 1,381,109 △ 28,285

電気料金 0 0 0

ガス料金 0 0 0

水道料金 0 0 0

199,851 199,851 197,653 2,198

126,000 126,000 126,000 0

26,658 26,658 23,130 3,528

289,667 0 289,667 21,531 268,136

空調衛生設備保守 85,279 85,279 0 85,279

消防設備保守 0 0 0 0

電気設備保守 21,531 21,531 21,531 0

害虫駆除清掃保守 0 0 0 0

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 182,857 182,857 0 182,857

0 0 0 0

0 0 229,395 △ 229,395

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

43,621,293 0 43,621,293 40,137,764 3,483,529

0 0 0 3,879,584 △ 3,879,584

0 0 223,200 △ 223,200 自主事業への参加料等

0 0 610,314 △ 610,314 自主事業経費

0 0 △ 387,114 387,114

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

雑入

平成３０年度　「港南中央地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（包括）
指定管理料（介護予防）
指定管理料（生活支援）
利用料金収入
指定管理料充当事業（包括）
指定管理料充当事業（介護予防）
指定管理料充当事業（生活支援）
自主事業収入

その他

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計
支出の部

科目

人件費
本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

振込手数料

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費

光熱水費

リース料
手数料
地域協力費
その他

事業費
協力医
指定管理料充当　事業（包括）
指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費
建築物・建築設備点検

その他（　　　　　）

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

公租公課
事業所税
消費税
印紙税

管理許可・目的外使用許可収支

事務経費　（計算根拠を説明欄に記
本部分
当該施設分

ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出



平成30年４月１日～平成31年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

6337 7602 -1265 35576 35822 -246 83961 80590 3371 5800 4092 1708 31127 32998 -1871

10250 9552 698 483 559 -76 18204 21421 -3217 820 525 295 5189 6432 -1243

介護予防ケアマネジメント
費

9903 9552 351 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

認定調査 0 483 559 -76 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 347 347 0 18204 21421 -3217 820 525 295 5189 6432 -1243

16587 17154 -567 36059 36381 -322 102165 102011 154 6620 4617 2003 36316 39430 -3114

4499 4346 153 27691 27118 573 75951 79982 -4031 0 0 0 26539 25671 868

11149 10992 157 2474 2536 -62 7621 7063 558 0 0 0 2692 2640 52

0 0 0 63 50 13 9531 9093 438 0 0 0 2616 3153 -537

0 0 0 0 0 0 6240 6426 -186 0 0 0 2204 1614 590

0 0 0 0 0 0 4699 4064 635 0 0 0 138 2324 -2186

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 138 97 41

消費税 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者等外給食費支出 0 0 0 0 0 0 489 -489 0 0 0 0 173 -173

会計区分外繰入 0 0 0 0 0 0 4699 3474 1225 0 0 0 0 2018 -2018

固定資産取得支出 0 0 0 0 0 0 101 -101 0 0 0 0 36 -36

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15648 15338 310 30228 29704 524 104042 106628 -2586 0 0 0 34189 35402 -1213

939 1816 -877 5831 6677 -846 -1877 -4617 2740 6620 4617 2003 2127 4028 -1901

★指定管理業務・委託業務として実施している介護保険事業のみ、対象です。

平成３０年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 予防通所介護・第１号通所介護

 介護保険収入

施設名：横浜市港南中央地域ケアプラザ

認知症対応型通所介護

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

支出合計（Ｂ）



平成30年度　自主事業収支報告書

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

赤ちゃん教室 はじめての子の親子 地活

包括

無 生活

おはなしの風 未就園親子 地活

包括

無 生活

どれみの森のお友達 1歳児親子 地活 24,022

１歳児どんぐり ２０組 包括

４００円 生活 58,400 0 66,822 10,000 5,600

どれみの森のお友達 ２・３歳児親子 地活 20,822

２・３歳児くれよん ２０組 包括

４００円 生活 61,600 0 66,822 10,000 5,600

ママのしゃべり場 未就園親子 地活 9,000

こどもの遊び場 包括

無 生活 0 0 0 0 9,000

ゆらりんころりん １歳以下の親子 地活 29,700

３５組 包括

３３0円 生活 33,660 0 60,000 0 3,360

カンガルーヨ-ガ ０歳以下の親子 地活 6,846

15組 包括

４００円 生活 13,200 0 20,046 0 0

パパも遊ぼう 3歳～小学低学年と父親
地活 2,788

１５組 包括

５００円 生活 5,000 0 3,000 4,788 0

おまつりひろば 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

オレンジリボンたすき 地域 地活 12,006

リレー応援イベント 　 包括

無 生活 0 4,450 4,000 12,456 0

お楽しみクリスマス会 1～3歳児親子 地活 8,604

30人 包括

300円 生活 7,800 0 15,000 1,404 0

大人のための 地域 地活

絵本たいむ 包括

無 生活 0 0 0 0 0

はじめての囲碁教室 小学生と高齢者 地活 20,000

１２組 包括

無 生活 0 0 20,000 0 0

横浜市港南中央地域ケアプラザ

自主事業決算額

支出
総経費

指定管理料

82,422

63,360

20,046

9,000

0

0

収入

20,000

16,456

0

16,404

82,422

7,788

0



平成30年度　自主事業収支報告書

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

横浜市港南中央地域ケアプラザ

自主事業決算額

支出
総経費

指定管理料

収入

囲碁クラブ 小学生と高齢者 地活

１２組 包括

無 生活 0 0 0 0 0

心の健康教室 地域 地活

３０人 包括

無 生活 0 0 0 0 0

たのしい 高齢者 地活 15,000

押し花アート １２人 包括

無 生活 0 0 15,000 0 0

シルバーフラダンス 高齢者 地活 2,606

３５人 包括

２５０円 生活 80,500 0 66,822 4,524 11,760

セカンドライフ港南中央 ５５歳以上の男性 地活 0

包括

無 生活 0 0 0 0 0

男性のための歌声喫茶 ５５歳以上の男性 地活 2,987

４０人×４回 包括

２００円 生活 31,350 0 20,000 14,337 0

そよかぜふれあいまつり 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

あおぞら交流会 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

夏祭り(世代間交流） 地域 地活

盆踊り大会 包括

無 生活 0 0 0 0 0

ひまわりフェスタ 地域 地活

包括

無 生活 0 22,513 0 22,513 0

港南区 ボランティア 地活 0

ボランティア 包括

ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 無 生活 0 0 0 0 0

夏・冬の大掃除 ボランティア 地活 5,619

 包括

無 生活 0 0 0 5,619 0

港南ネットまつり 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

0

0

0

0

15,000

83,106

0

34,337

0

22,513

0

5,619

0



平成30年度　自主事業収支報告書

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

横浜市港南中央地域ケアプラザ

自主事業決算額

支出
総経費

指定管理料

収入

セカンドライフ大学校 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

こうなんなつっこ 学齢障害児 地活 292

8名 包括

1000円 生活 8,000 20,000 6,800 15,992 5,500

個人・団体ボランティア交流会 ボランティア 地活 8,176

包括

無 生活 0 0 0 8,176 0

登録団体交流会 ボランティア 地活 0

包括  

無 生活 0 0 0 0 0

ミニギャラリー 個人・団体 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

発達障害を理解する 地域 地活 0

３０人 包括

無料 生活 0 0 0 0 0

お楽しみ演芸会 地域 地活 1,400

４０人 包括

１００円 生活 3,600 0 5,000 0 0

ママといっしょ ０歳児親子 地活 3,568

歌って遊んでスキンシップ ２０組 包括

２００円 生活 2,000 0 5,568 0 0

包括・地域活動交流共催事業

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

五楽会 高齢者 地活

包括

無 0 生活 0 0 0 0 0

若草会 高齢者 地活 11,715

包括 11,715

１００円　４００円 生活 53,500 0 24,000 45,370 7,560

地域 地活

20人×2回 包括 30,057

無 30,057 生活 0 0 26,137 0 3,920

28,292

0

8,176

0

0

0

5,000

自主事業決算額

総経費
収入

5,568

76,930

ボランティアスタート
講座

支出

指定管理料



平成30年度　自主事業収支報告書

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

横浜市港南中央地域ケアプラザ

自主事業決算額

支出
総経費

指定管理料

収入

出前講座 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

ささげひまわりサロン 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

見守り事業 高齢者 地活

ひまわりホルダー 包括 -31,940

300円　 生活 39,500 0 0 7,560 0

虹の会 各回30人程度 地活

1・3・5週￥50×30人×27回
包括 155,490

2・4週￥150×30人×24回
生活 85,750 0 198,400 0 42,840

包括支援センター事業

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

福祉用具の展示 地域 地活

包括

無 0 生活 0 0 0 0 0

やよい会 高齢者 地活

包括

無 0 生活 0 0 0 0 0

介護者 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

お達者クラブ 高齢者
地活

30人程度 包括 98

100円 生活 10,800 0 0 10,898 0

あすなろ会 高齢者 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

オリーブ音楽会 高齢者 地活

40人程度 包括 40,535

150円 生活 33,300 0 73,835 0 0

物作りサロン 高齢者 地活

ひだまり 包括

無 生活 0 0 0 0 0

介護者の集い
さくらの会

0

0

0

7,560

0

10,898

0

73,835

自主事業決算額

総経費
収入 支出

指定管理料

241,240



平成30年度　自主事業収支報告書

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

横浜市港南中央地域ケアプラザ

自主事業決算額

支出
総経費

指定管理料

収入

それいけ倶楽部 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

元気玉の会 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

クラブ・コットン ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

権利擁護啓発講座 地域 地活

老後応援寺子屋 35人 包括

無 生活 0 0 0 0 0

介護予防講座 高齢者 地活

パワースポット港南中央 30人×6回＝180人
包括 39,670

無 生活 0 0 33,000 1,630 5,040

認知症サポーター養成講座 地域
地活

35人 包括

無 生活 0 0 0 0 0

ニコニコクラブ 高齢者
地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

笑輪ん会 高齢者
地活

30人程度 包括 14,760

50円 生活 5,400 0 0 0 20,160

笑たいむ 高齢者
地活

「けせらせら」 30人程度 包括 8,120

50円もしくは150円 29,820 生活 21,700 0 10,500 0 19,320

ロコモ予防講座 高齢者 地活

50人程度 包括 49,200

無 生活 0 0 45,000 4,200

0

0

0

0

39,670

0

0

20,160

49,200



平成30年度　自主事業収支報告書

①募集対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

横浜市港南中央地域ケアプラザ

自主事業決算額

支出
総経費

指定管理料

収入

春一番コンサート 高齢者 地活

50人程度 包括 6,400

無 生活 0 0 5,000 0 1,400

介護予防講座 高齢者 地活

尿漏れ予防とヘルスケア 30人程度 包括 840

無 生活 0 0 0 0 840

えんがわカフェ 地域 地活

包括

無 生活 0 0 0 0 0

若年性認知症の 65歳未満に認知症発症の方
地活

つどい　みなとみな 包括

無 生活 0 0 0 0 0

840

0

0

6,400



平成30年度　自主事業報告書

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

横浜市港南中央地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

目的・内容等 実施時期・回数

赤ちゃん教室  区保健師がはじめての育児で不安を抱える養育者にむけて
親子遊び・仲間作りなどを呼びかけたことで、親の不安が
解消されました。ケアプラザの事業などを紹介すること
で、卒業後の居場所も提供することができました。

1月を除く毎月第２
水曜日
（11回）

目的・内容 実施時期・回数

実施時期・回数

どれみの森のお
友達（１歳児ど

んぐり）

　音楽遊びをすることで集団の中で親子で楽しく過ごせる
場となりました。通年で開催することで、親子共に社会的
に育つことができました。

10回

おはなしの風 　０歳～未就園児の親と子の居場所として開催しました。
後半、参加者が増え、会終了後は交流の場となり、子育て
グループが１つできました。

毎月第1・3金曜日
（23回）

目的・内容

目的・内容 実施時期・回数

どれみの森のお
友達（２・３歳
児くれよん）

　幼稚園入園前の親子が一年間一緒に参加することで、共
に育ち、入園前の不安解消に役にたちました。

10回

目的・内容等 実施時期・回数

ママのしゃべり
場・こどもの遊

び場

　赤ちゃん教室の卒業生や第２子以上を持つ親も参加でき
る場所として活用されました。乳幼児向けの心肺蘇生法な
ど子育て支援者以外の講師を呼び、好評でした。

毎月第１水曜
10回（5・１月除
く）

目的・内容 実施時期・回数

ゆらりんころり
ん

　年齢設定がニーズが高い層であるためか、多くの親子が
参加しました。身体を使った遊びや手作りおもちゃの紹介
など、家庭でも生かせるヒントを伝えることができまし
た。

4・7・10・1月
4回

目的・内容等 実施時期・回数

カンガルーヨ-ガ 　0歳児と母親向けで、親のリラックスと親子のふれあいが
深められました。親同士の交流時間ではそれぞれの子育て
の悩みも共有でき、子育ての不安も解消されました。

9・12・3月
3回

パパも遊ぼう 　父子で一緒に調理をすることでつながりを深めると共
に、父親同士の交流も行うことができました。

１０月　１回



平成30年度　自主事業報告書
事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

目的・内容 実施時期・回数

おまつりひろば 　暑さのため小さな子が外出しにくい夏に外出できる場と
して活用された。親子の交流も図ることができました。

8月　１回

目的・内容 実施時期・回数

オレンジリボン
たすきリレー応

援イベント

　地域の方やボランティアの協力により開催されました。
小さい子から高校生～高齢者まで幅広い年齢層が集まり、
それらにむけて、子ども虐待防止運動「オレンジリボンた
すきリレー」を周知することができました。

11月　１回

目的・内容 実施時期・回数

お楽しみクリス
マス会

　手作りのイベントとして開催しました。サンタクロース
として定年後の男性ボランティアが登場し、新しい子育て
の担い手を発掘できました。

１２月　1回

目的・内容 実施時期・回数

大人のための絵
本たいむ

　「絵本」を軸に、赤ちゃんから大人に向けて読み聞かせ
を行うイベントとして定着してきました。

4回

目的・内容 実施時期・回数

はじめての囲碁
教室

　小学生と高齢者が碁を打つことで世代間交流を行いまし
た。卒業生のグループが指導補助として入っていただき、
手厚く指導を行えたためか、小学生が休むことなく参加で
きました。

上期　10回
下期　10回
20回

目的・内容 実施時期・回数

囲碁クラブ 　30年度は地域のサロンにいた碁の好きな方の受け入れ先
になりました。１年を通じて、自主的に活動が行うことが
できました。

毎月第2・4土曜日
24回

目的・内容 実施時期・回数
心の健康教室 　昨年より講座に申込数が多くなると共に、申込者がコン

スタントに参加されました。次年度向け継続を希望する方
も多くあがりました。

8・12月を除く
10回

目的・内容等 実施時期・回数
たのしい押花

アート
　後期には障害をもった高齢者が参加し、ほぼ定員数の活
動を行うことができました。

前期　5回
後期　5回
最終土曜日　10回

目的・内容 実施時期・回数
シルバーフラダ

ンス
　70才以上の方の参加に限定しているが、１２回の講座を
皆勤した方が7名いるほど、熱心に参加される方が多くいま
した。

毎月第3月曜日
12回

目的・内容 実施時期・回数
セカンドライフ

港南中央
　１年を通じて、植栽の管理や歌声喫茶などケアプラザの
自主事業に精力的に協力をしてくれました。

毎月第3月曜日（夏
場は第１月曜も開
催）定例会



平成30年度　自主事業報告書
事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

目的・内容 実施時期・回数
男性のための歌

声喫茶
　参加者数の減少を振り返り、協力者「セカンドライフ港
南中央」と共に、歌集の見直しと開催時期・参加者など運
営方法について検討を行いました。

5・8・11・2月
最終日曜日　4回

目的・内容 実施時期・回数
セカンドライフ

大学校
　区、区社協と８ケアプラザの共催事業。男性の地域活動
のきっかけとなるためにさまざまな講座を展開し、グルー
プ化を行いました。

9月～１月
6回

目的・内容 実施時期・回数
そよかぜふれあ

いまつり
　近隣施設とも連携し、地域やボランティアとのつながり
を深めました。デイサービス利用者も練習を行い、発表を
行うことで活躍の場を作ることができました。

5月
1回

目的・内容 実施時期・回数
あおぞら交流会 　近隣施設の利用者と職員との交流の場として運動会を行

い、おやつタイムなどでふれあいました。
10月
1回

目的・内容等 実施時期・回数
夏祭り(世代間交
流）盆踊り大会

　ボランティアグループと一緒に模擬店の出店をし、地域
の方々と交流しました。

8月　１回

目的・内容 実施時期・回数
ひまわりフェス

タ
　地域との交流の場として、模擬店、バザーを行いまし
た。ボランティアスタート講座修了者や貸室登録団体がボ
ランティア活動を積極的に行ってくれました。

11月　１回

目的・内容 実施時期・回数
港南区ボラン
ティアフェス

ティバル

　ケアプラザ・ボランティアグループの活動紹介をパネル
展示などで行うことで周知をした。ボランティアの作品を
提供することで、活躍の場とすることができました。

11月　1回

目的・内容 実施時期・回数
夏・冬の大掃除 ケアプラザで活動するボランティアグループや貸室登録団

体と一緒に大掃除を行いました。
７月　12月
２回

目的・内容 実施時期・回数
個人・団体ボラ
ンティア交流会

　個人・団体ボランティアとして活動されている方の意見
をグループワークで意見を聞くことで、今後の活動につい
ての支援につなげることができました。ケアプラザ職員と
の交流もすることできました。

1月   1回

目的・内容 実施時期・回数
登録団体交流会 　貸室団体の活動紹介を、「文化祭」～音楽や踊り、朗読

や手芸・工芸などの発表として開催し、団体相互の交流の
場としました。

2月　　1回

目的・内容 実施時期・回数
港南ネットまつ

り
　精神保健福祉に関わる施設がブース展示や発表などを行
う中、ケアプラザとしてチューリップ体操、スタンプラ
リーで参加しました。

1月　　1回

目的・内容 実施時期・回数
こうなんなつっ

こ
　障害児の余暇支援と、その親と民生委員とのおちゃべり
タイムを実施することでつながりを深めることができまし
た。

8月　1回
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事業名

事業名

事業名

事業名

事業名
ささげひまわり
サロン

事業名
五楽会

事業名
若草会

事業名
虹の会

事業名
ボランティア
スタート講座

ボランティアス
タート
フォローアップ
講座

目的・内容 実施時期・回数
ミニギャラリー 　地域・登録団体・個人の作品発表の場として提供しまし

た。
常設

目的・内容 実施時期・回数
発達障害を理解

する
　子育て支援者から、日頃発達障害児と接する場面での悩
みごとを聞き取り、療育センターソーシャルワーカーがそ
の対応について具体的に教えていただく形で開催し、具体
的な対処法を教わったと好評でした。

９月　１回

ママといっしょ
歌って遊んでス

キンシップ

歌を通じて０歳の子と親のふれあいを強めました。また、
子育ての悩みをテーマに話し、講師がそれに答えることで
親の不安を和らげる時間を設けました。

３月　１回

目的・内容 実施時期・回数
お楽しみ演芸会 　ケアプラザ担当地区の高齢者に向けて開催。身近な場所

で演芸を楽しんでいただきました。
９月　１回

目的・内容 実施時期・回数

包括・地域活動交流共催事業
目的・内容等 実施時期・回数

年間を通じて、様々なテーマ・様々な軽食が提供され、０
歳～高齢者まで参加できる企画で開催。貸室登録団体ボラ
ンティアの活躍の場としても活用されました。

毎月原則第３土曜
日
年11回

目的・内容等 実施時期・回数
　地域の方との顔の見える関係づくり。他ケアプラザとの
協働支援。毎月２５日に地域包括支援センター・地域活動
交流担当が交代で参加し、情報交換や相談に対応しまし
た。

毎月5日・25日
年12回（毎月25日
に参加）

目的・内容 実施時期・回数
　「歌と食事会」をはじめ、様々な講演を聞いたり、体を
動かせる高齢者の居場所として開催しました。

毎月第3水曜日
年12回

目的・内容 実施時期・回数
　転倒予防などの体操を行い、ボランティア講師と外部講
師の協力のもと、地域の中で自立の方の健康増進を図りま
した。

毎週火曜日
年51回

目的・内容 実施時期・回数
　４回の講座を通じ、ボランティア活動について理解し、
終了後は希望するボランティアの情報提供することで、活
動につなげることができました。 7月・8月

4回

　情報交換のツールとしてのスマートフォン講座と、認知
症サポーター養成講座を参加いただくことで、事後の活動
などについての情報交換をすることができました。

2月
2回
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事業名

出前講座

事業名
見守り事業
「ひまわりホル
ダー」

事業名
福祉用具の展示

事業名
やよい会

事業名
介護者の集い
「さくらの会」

事業名
お達者クラブ

事業名
あすなろ会

事業名
それいけ倶楽部

事業名
元気玉の会

目的・内容 実施時期・回数
　地域からの依頼に応じて地域に出向いて介護保険・介護
予防・権利擁護等に関する啓発活動を行いました。また、
地域の方の活動の状況を把握したり、ひまわりホルダー登
録を推し進めることができました。

依頼に応じて実施

目的・内容 実施時期・回数
　見守り事業。「ひまわりホルダー」を通して、65歳以上
の一人暮らしの方や認知症のある方などが、外出先で倒れ
た際や緊急搬送された時、徘徊時保護された時に、ケアプ
ラザが緊急連絡先やかかりつけ医などを結びつけることが
できました。

随時

包括支援センター事業
目的・内容 実施時期・回数

　実物を使っての福祉機器の説明・パンフレット等を常設
しました。　地域の方への貸出用車椅子を用意し、介護保
険サービス導入前など臨時的使用ができるようにしまし
た。

常時

目的・内容 実施時期・回数
　体操と歌・俳句・絵画などの趣味を併せた会として、参
加者の介護予防をはじめ、地域の活動の場・外出先の提供
も行いました。

毎週金曜日
年51回

目的・内容 実施時期・回数
　現在介護をされている方や介護をされていた方などを対
象に、お互いを支え合い・くつろぎ・気持ちが楽になり共
倒れしない介護を目指すため、懇親会・施設見学・勉強会
等、年間計画を立てて行いました。

毎月第3木曜日
年12回

目的・内容 実施時期・回数
　ボランティアさんのサポートのもと、８８歳以上の方が
お互い話し手聞き手になりながら楽しく活動を行いまし
た。

毎月第2・4水曜日
年24回

目的・内容 実施時期・回数
　献立づくり・買い物・調理・会食・片付けと料理を通し
て、参加者の介護予防をはかりました。 毎月第3木曜日

年12回

目的・内容 実施時期・回数
　寸劇のボランティアグループで、介護保険制度・認知症
などわかりやすい寸劇で理解していただけるように行いま
した。

定例会
毎月第1水曜日
年12回
出前講座等

目的・内容 実施時期・回数
　ケアプラザ事業の講師、自主事業時の受付・会場設営の
補助など幅広く活動を行いました。

定例会
毎月第2木曜日
年12回
講師・出前講座等
随時
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事業名
クラブ・コットン

事業名
オリーブ音楽会

事業名
物作りサロン
ひだまり

事業名
権利擁護啓発講
座
老後応援寺小屋

事業名
介護予防講座
パワースポット
港南中央

事業名
介護予防講座
尿漏れ予防と
ヘルスケア

事業名
認知症サポー
ター養成講座

事業名

事業名
笑輪ん会

事業名
笑たいむ
「けせらせら」

目的・内容 実施時期・回数
　手芸・裁縫を通したボランティアグループで、ケアプラ
ザ・デイサービスなどで使用する小物や作品づくりを行い
ました。

定例会
毎月第3火曜日
年12回

目的・内容 実施時期・回数
　発声に始まり皆で歌を唄いながら音楽を通して口腔機能
低下を意識し、日頃の練習成果を年2回デイサービスで披露
することも行いました。

毎月第4月曜日
年12回

目的・内容 実施時期・回数
　折り紙を主とした簡単な小物づくりを通じて、居場所づ
くり・仲間づくりを行いました。 毎月第４金曜日

年12回

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容 実施時期・回数
運動器機能低下予防による尿漏れ予防と適切なケアについ
て介護予防を目的に行います。 12月

1回

　地域の方に成年後見制度などの「権利擁護」について、
理解を深め、身近なものに感じていただくことを目的に実
施します。専門家を講師に迎え、講座を実施します。事例
も含めての講義とします。

３月・1回

目的・内容 実施時期・回数
　いつまでも地域で元気に暮らしていくために、介護予防
として「栄養改善」「認知症予防」「口腔改善」講座3コー
スを各2回開催しました。

6・７月　栄養改善2
回
8月　認知症予防2回
10・11月　口腔改善2
回

目的・内容 実施時期・回数
　認知症になっても地域で安心して暮らせるまちをつくる
ために、認知症の人と家族を見守る「認知症サポーター」
の養成を行いました。

2月　一般対象
11月　中学生対象
9月　シルバークラ
ブ会員

目的・内容 実施時期・回数
ニコニコクラブ 　毎月テーマを決めて活発な心と体づくり・維持を目標に

様々なことに取り組み行いました。
毎月第1木曜日
年12回

目的・内容 実施時期・回数
支援者養成講座を修了したリーダーをと一緒にスリーAを通
して仲間づくり・居場所づくりを行いました。 第２・４水曜日

年24回

目的・内容 実施時期・回数
第１・３水曜日に行っていた笑輪ん会の体操に変わり体
操・歌・ゲーム等の要素を取り入れた新たな会を発足。貸
室利用団体や地域ボランティアが講師となって、自由参加
な会として行いました。

第１・３水曜日
年24回
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事業名

ロコモ予防講座

事業名
春一番
コンサート

事業名
えんがわカフェ

事業名
若年性認知症の
つどい　みなと
みな

目的・内容 実施時期・回数
　担当の3地区（上大岡・笹下・日野第一）の各保健活動推
進員との共催事業で、健康運動指導士の講師によるロコモ
予防体操を行いました。

11月（笹下）
2月（上大岡）
3月（日野第一）
各1回

目的・内容 実施時期・回数
　音楽ボランティアグループによる演奏を聴いたり、楽器
に合わせてみんなで合唱する等、口腔機能低下を意識した
介護予防活動を行いました。

3月
1回

若年性認知症の本人と家族が安心して暮らせるように本
人、家族の交流の場・情報交換、制度の知識習得、相談を
おこなえる場とし、家族負担の軽減を図りました。

8月、12月、2月

3回

目的・内容 実施時期・回数
認知症の方やそのご家族を含め、地域の方々がどなたでも
気軽に立ち寄れる居場所づくりとして開催した。ボラン
ティア活動の場としても活用された。若年性認知症家族の
レスパイトにもなりました。

6月、9月、12月、
2月
4回

目的・内容 実施時期・回数
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